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（A5）Session5：知働化時代の思考の技法（大槻）
知働化時代向け『思考の技法』という知のパラダイム



ソフトウェアが生み出す価値と
それを生み出す方法（解）との関係
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組織
（マネジメント）

不確実性
（変化への対応）

進化・適応
（学習と成長）

抽象化
（定式化）
《数学》

自動化
（実行）

《オートマタ》

モジュール化
（構造化）
《社会学》

ビジョン、戦略

知識主導
ドメイン抽象、実装抽象

実行可能知識

手順化
機械化、ツール化、リターン

産業モジュール

セル生産
アセット、コンポーネント化

オプションとリスク

確率
予見,保険,プロダクトライン

進化論、パラダイム論

進化型ソフト
ビジネス駆動、技術駆動

アジャイル(スピード,俊敏)

軽量化
並行化,イテレーション,計測

コミュニケーション/確認

協調
インタフェース,調整,交渉

パラダイムシフト,適応

ライフサイクル
保守,自律化,TOC

再(脱)構築

改革
クロスファンクション,再構成

価値の局面

解の方向

価値と解のマトリクス

ベースラインとしての組織（マネジメント）に始まり、
アジャイルプロセスでは不確実性・変化への対応、そ
して、次に、進化・適応の方法に向かっています。 2

実行可能知識としての
ソフトウェア構築プロセス,2012年6月



個 組織

実践

哲学

意図
目的

意味論

コミュニケーション

セル 社会・制度

新実在論

言語ゲーム

理論

プラグマティズム

進化論

ミーム

オートポイエーシス

マネジメント

知働化

三位一体

抽象山モデル

ΛＶモデル
イノベーション アーキテクチャ

システムズエンジニアリング

ペンローズ法

他者性

成人発達理論

マーケティング

知働化AIフレーム

ピーターの法則

民主主義

システム１・２

超マシン

自律システム

一般システム理論

モジュール

並行プロセス

アジャイルプロセス

複雑系

オープンダイアローグ

抽象化

モデル

概念操作

核心概念

参照・発展関係

ディスコース
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目的 目的（意図）は、唯一無二である
目的は、お天道様に対して恥ずかしくないもの
目的は、組織内（関与者）で共有される

抽象化

コミュニケーション

個

組織・社会



The Plan for

思考の技法 新訂版

序
第１章 思考の技法とは何か？
1.1 人働説から知働説へ
1.2 学際的アプローチ
1.3 ソフトウェア学
1.4 システム学
1.5 デザイン学
第２章 核心概念
2.1 目的：意図を顕在化する
2.2 抽象化：不要なものを捨てる
2.3 コミュニケーション：組織化を図る
第３章 哲学
3.1 なぜ哲学が必要か？
3.2 言語ゲーム
3.3 新実在論
3.4 プラグマティズム
3.5 AIと哲学
第４章 システム
4.1 システムとは？
4.2 複雑性
4.3 オートポイエーシス
4.4 変化・革新・進化

第５章 組織と能力
5.1 ピーターの法則
5.2 マネジメント
5.3 成人発達理論
5.4 セル組織論
5.5 動的変化の常態化
第６章 応用技法
6.1 三位一体モデル
6.2 ペンローズ法
6.3 ΛＶモデル
6.4 超マシン
6.5 オープンダイアローグ
6.6 思考停止の技法
6.7 ディスコースとミーム
第７章 トピックス
7.1 目的なきシステムの混迷
7.2 知働化AIフレーム
7.3 ラディカル知働化プロセス
執筆後記

⇒ https://note.com/ichi_s_otsuki/m/m17764f719b70
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